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水道法３９条に基づく立入検査結果の概要 
（平成２２年度） 

 検査対象は厚生労働大臣認可の水道事業者・水道用水供給事業者。   
 数字は検査において法令不適合事項が認められ、文書指摘による改善指導を行った割合。 
 平成2２年度は４９事業者へ検査を実施し、２３事業者へ対し合計４１件の文書指摘を行った。 
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･クリプト対策不十分 

・健康診断一部未実施 

 

 

水質検査計画 
一部検査不適切 

給水開始前検査 

未実施 
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